
　

多
く
の
町
民
の
思
い
が
形
に
な
り
、大

津
町
は
「
子
育
て
に
夢
が
持
て
る
ま
ち
」

に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
は
こ
れ
か
ら
も
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、ま
だ
子
育
て
に
関
す
る

問
題
は
全
て
解
決
し
て
い
ま
せ
ん
。こ
れ

か
ら
も
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
が
必
要
で

す
し
、家
族
で
子
育
て
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
楽
し
い
」と「
楽
」と
い
う
言
葉
は
、同

じ
漢
字
を
使
い
ま
す
が
、意
味
は
違
い
ま

す
。「
楽
し
い
」こ
と
は
必
ず
し
も
「
楽
」で

は
な
い
の
で
す
。

　

子
育
て
に
は
不
安
や
負
担
が
あ
り
、決

し
て「
楽
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
、子
育

て
は「
楽
し
い
」の
で
す
。今
し
か
で
き
な

い
子
育
て
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
。

　
夢
と
は
、今
よ
り
先
に
あ
る
も
の
で
す
。

今
日
の
苦
労
は
、明
日
の
幸
せ
に
な
り
ま

す
。振
り
返
れ
ば
、昨
日
の
苦
労
な
ど
気
に

な
り
ま
せ
ん
。夢
を
持
っ
て
子
育
て
を
し

て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
子
ど
も
た
ち
に
夢

を
持
た
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
に
と
っ
て
一
番
大
事
な
こ
と

は
、親
と
子
ど
も
が
き
ち
ん
と
向
き
合
う

こ
と
で
す
。地
域
や
学
校
、行
政
な
ど
も
支

援
は
行
い
ま
す
が
、子
育
て
は
、親
と
子
ど

も
の
問
題
で
す
。

　
第
三
章
は
、「
子
育
て
に
夢
が
も
っ
と
持

て
る
ま
ち
」を
目
指
す
大
津
町
に
あ
る「
愛

情
」を
紹
介
し
て
、自
分
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

夢のきっかけは、ささいなことから始
まります。髙見さん一家の夢のきっか
けも本当にちょっとしたことでした。
でも、夢は持ち続けていたら、きっとか
なうものです。それは、形を変えなが
ら、引き継ぎ、受け継ぎながら―。

春代さんが、民謡を始めたきっか
けも小さなことでした。21歳の

ときに誘われた民謡教室。ちょっとし
た好奇心が、人生を大きく変えました。
今では、町が誇る民謡の第一人者。数々
の民謡大会で優勝し、全国にその名を
広めています。
　民謡の良さを春代さんはこう語りま
す。「民謡は、昔の人の生活が歌になっ
ていったから、歌詞が生きている―そ
れが民謡の魅力なんでしょうね」。
　大会では、歌を聞いて涙する人もい
るそうです。しかし、それは民謡の心を
聞いて涙するのであって、歌声で泣い
ているのではないと春代さんは言いま
す。民謡の良し悪しは、その心の届け方
によって決まるのでしょう。これから
も春代さんは、民謡の心を、素晴しさ
を、伝えていきたいと夢を語ります。

浩一さんが、太鼓と出会ったのは、
二十代のときでした。地蔵祭り

の踊りを盛り上げるために太鼓を習い
に行くことになった浩一さん。凝り性
の性格が太鼓にどっぷりハマっていき
ます。先生は、いまでも師匠と呼んでい
る民謡太鼓の先生。春代さんと出会っ
たのも、春代さんが通う民謡教室に太
鼓の手伝いに行ったことが縁でした。
音楽が２人をつないだのです。
　そして浩一さんは、春代さんと結婚
後、大津太鼓を創設します。大津をもっ
と盛り上げたかった思いを「大津太鼓」
という形で昇華させました。３人の子
どもにも伝え、「童太鼓」として、町の子
どもたちにも太鼓の指導を続けます。
浩一さんは、子どもたちに指導するこ
とを止めらないと話します。
　「最初は人見知りだった子どもが人
前で太鼓をたたくようになり、自信が
ついて成長していくのを見るとたまり
ませんよ」と笑います。
　息子が太鼓の大会で優勝すること
も、浩一さんの夢がかなうことです。
「息子には面と向かって言えませんが、
とてもうれしいですよね」―。そこに

は、親子で夢を叶えていった喜びがあ
りました。

大志さんは、今や全国でも有名な
太鼓演奏者の一人です。昨年の

世界大会優勝を始め、「富士山太鼓まつ
り一人打ちコンテスト」でも見事優勝
を飾っています。
　生まれたときから太鼓と民謡、音楽
に囲まれていた大志さん。太鼓を、父が
創った大津太鼓を嫌いになるはずがあ
りませんでした。
　両親には怒られてばかりだったと笑
いながら話しますが、「大切なことも教
えてくれた」と両親に感謝を忘れては
いません。
　５月に長女が生まれ、今は稼業であ
る「髙見自動車」を継いで、太鼓の練習
と指導に明け暮れています。
　
音楽という形でつながった髙見さん一
家。親は子に思いを託し、子はその愛情
をまた自分の子に伝えます。夢は一人
でかなえるものではありません。自分
の生きた証が、わが子に受け継がれて
いくのなら、それは自分の夢がかなっ
ていることになるのかもしれません。

　
髙
見
春
代
さ
ん
が
、「
産
経
民
謡
大
賞
」壮
年
の
部
で

優
勝
し
、文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。「
富
士

山
太
鼓
ま
つ
り
一
人
打
ち
コ
ン
テ
ス
ト
」で
は
、息
子

の
大
志
さ
ん
が
、最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
親
子
で
連
日
の
最
優
秀
賞
は
、髙
見
さ
ん
に
と
っ
て

も
、町
に
と
っ
て
も
誇
り
で
す
。

　
夢
は
、家
族
が
で
き
た
こ
と
で
さ
ら
に
大
き
く
な
り

ま
し
た
。親
子
で
夢
を
追
う
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
、

髙
見
さ
ん
一
家
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

第三章

子育てに必要な

子育てにもっと夢が持てるまちを目指して―

愛情
髙
たか

見
み

春
はる

代
よ

さん 髙
たか

見
み

浩
こう

一
いち

さん 髙
たか

見
み

大
たい

志
し

さん

夢を育てる

Dream
★　★　★
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